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平二十戒 24:千 7月  23 日

葛飾区市民活動支援センター及び葛飾区勤労福社会館指定管理者

からの平成 23年 度管理運営報告の概要について

1 報 告趣旨

地方自治法 244条 の 2第 10項 (指定管理者施設の管理業務 ・経理状況報告)

及び葛飾区公の施設における指定管理者の指定の手続き等に関する条例第 6

条(事業報告書の提出)に基づき、葛飾区市民活動支援センター及び葛飾区勤労

福社会館指定管理者から提出された 「平成 23年度年次報告 (管理運営幸R告)」

の概要を報告するもの。

2 年 次報告の概要

(1)指定管理者

特定非営利活動法人ワーカーズコーブ

(2)平成 23年 度業務

《施設管理運営》

○施設維持管理

・建築物保守管理、設備保守管理、修繕等

①施設貸出(大・小会議室 ・和室 ・集会室等)
・利用件教

・利用人教

2, 4 1 5イ牛 (日乍年レヒ89t10)

6 7, 988メ 、(日乍年ルヒ90レる)

《市民活動支援事業》

①講座 ・イベン ト等事業

・入門講座― 「NPO法 人入門 ・設立講座」「地元学講座」「地域活動チャレ

ンジ講座」等 (12回 延 べ 470名 )
・専門講座― 「NPO実 務講座」「広幸R・コミュニケーション講座」「NPO

マネジメン ト講座」等 (7回 延 べ 186人参加)
・交流会― 「市民活動支援センターまつ り」「ミニ交流会J(11回 1)004名)
・シンポジウムー 「震災から再生へ ～愛と希望の井戸端会議～」「かつし

か未来づくリフォーラムJ(2回  120名 )

①相談事業

・一般十日談 (221回)
・専門相談 (45回)

①作業支援 (市民活動団体の行 うチラシの作成や発送作業等に対 し、場所や

機材を貸出して支援)



・コヒ
°一機、印刷機、ノー トパソコンなど貸出

(3)平成 23年 度収支決算

①収 入

区からの収入額     39, 453, 855円

(内訳 |れ定額40,179,000P]減額及び区への避元△725,145円)

事業収入         1, 552, 230円

施設 ・卓球利用料金    7, 150, 510円

雑収入                 99, 156円

合 計      4 8 , 2 5 5 , 7 5 1 円 ( A )

②支 出

人件費(常勤 6名 ほか) 26, 760, 730円

施設維持管理費     20, 807, 699円

事 業 費      4 , 7 9 5 , 4 7 5 円

合 計       5 2 , 3 6 3 , 9 0 4 円 ( B )

③損 益  (A)一 (B)   -4)108, 153円

3 区 の重点指導方針

(1)施設の設置 目的の達成

施設が、区の設置 目的とする市民活動の支援 。促進及び勤労者の福祉向上

に向けて、機能を十二分に発揮できるよう指導する。

(2)施設及び設備の効率的な管理 ・運営

安全 ・美観の保全はもとより、利用者の立場に立った運営及び使いやすく

良好な施設維持管理に努めるよう指導する。

(3)区によるモニタリング及びセルフモニタリングの充実と改善の推進

区によるモニタリングの充実を図るとともに、セルフモニタリングを徹底

させ、管理運営の改善に十分生かすよう指導する。

※セルフモニタリング…怖定4すP松者が自ら管挫逆常について評価を行い、サービス向

上に向けて白己政洋を行 う仕和1み

(4)協定内容の着実な遂行

公募要項、業務水準、基本協定及び年度協定書の内容が着実に遂行される

よう指導するとともに、月次 ・四半期 ・年次報告書に貸借対照表、損益計

算書の提出を年度協定により義務化することにより、施設運営に関する経

理の的確性 ・透明性を確保するЭ

(5)定例会議の継続実施と適時適切な連絡調整

定例会議を継続 して実施 し、指定管理者が利用者 ・区民の声を的確に反映

した運営を行 うよう指導する。また、随時、適時適切な連絡調整を行い区

民サービスの向上に努める。



葛飾区長 青  木 克 徳  様

平成 24年 5月 31日

葛飾区市民活動支援センター及び

葛飾区勤労福社会館指定管理者

報告書提出について

標記の件について、下記の通 り提出いたします。

記

葛飾区市民活動支援センター及び葛飾区勤労福社会館

平成 23年度 年 次報告書

葛飾区市民活動支援センター及び葛飾区勤労福社会館

平成 23年度 市 民活動支援事業年次報告書

葛飾区市民活動支援センター及び葛飾区勤労福社会館

平成 23年度 自 主事業年次報告書

2 4 . 5 , 3 1





貸借対賠表 (8/s)

平成 24年 8月 8現 日 現 在
貸借対照表 ( 年  衣

員債の部

流震力資産

現金及び預金

売i圭卜金

未収金

前払金

立替金

仮払消費税

固定資産

有形固定資産

機械装置

器具備品

車両運搬具

無形固定資産

ソフトウェア

投資その他資産

暑 け 暑

金

     1        52

仮受消費税    1     2,310

43,743

純資産の部

利益余剰金

純資産合計

-6,881

-3,928

負債及び純資産合計 36,862



損益計算書(P/L)及 び還元額算出

(1)損益計算書(平成24年3月31日 現在)

平成24年 3月 1日 から 平成24年 3月31日 まで

(単位 千円)

科 目 運営L維持管理

業務金額

自主事業

会計金額

合計金額

売上高

指定管理料

協定時指定管理料

最終指定管理料差額

売上高

施設利用料金収入

施設利用料金減免補填収入

自動販売機

自主事業収入

その他収入

売上高計

1売上原価

38,266

7,601

156

49

46,072

50,168

-4,096

261761

6,772

1,225

357

829

3,634

3を

84
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41

2,18[
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月次資途繰 り表

平成 24年 度 3月 資金繰 り表

月線越 38戸預再研

沓

金
す

出

差引過不足



却
や
ば

球
Ｒ
ば

岸

（ざ
）

ミ
巡
貯
癌

求
園
ゆ

ざ
∞
〇
一

ぷ
〇
∞

求
〇
∞

」に
服熙
」
岬

【
〇
い
【
申

∞
卜
い
Ｏ
側

ト
ト
ロ
∞
的

０
崎
「
Ｏ
Ｏ

駅
　
　
い

∞
ベ
ト
【

∞
０
０
「

Ｃ
Ｏ
い
へ

卜
い
い
０

Щ
　
　
困

ゆ
ゆ
い
い

〇
〇
卜
寸

Ｗ
０
０
Ｃ

Щ

　
　
【

∞
卜
∞
「

卜
〇
〇
ヘ

∞
∞
卜
寸

∞
【
『
Ｏ

Щ
　
　
へ
【

０
「
〇
コ

０
ゆ
へ
∞

【
卜
∞
マ

Щ

　

【
「

〇
〇
卜
一

０
「
∞
コ

卜
い
い
∞

ゆ
寸
∞
〇

駅

　

　

ｏ
【

∞
０
０
０

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
「

駅
　
　
ｏ

困
Ｏ
∞
「

「
【
寸
困

〇
〇
〇
ゆ

∞
卜
∞
Ｏ

Щ
　
　
∞

∞
い
卜
∞

い
０
０
ｍ

０
０
∞
∞

ス
　
　
ト

や
卜
Ｏ
【

∞
〇
卜
へ

∞
ゆ
〇
〇

ゆ
Ｏ
卜
〇
「

Щ
　
　
ｏ

∞
「
〇
園

∞
や
∞
寸

「
Ｃ
い
０

く
　
　
０

〇
〇
０
「

⑬
∞
∞
∞

〇
い
や
〇

へ
∞
卜
「
「

駅

　
　
や

【
０
寸
困

「
寸
「
ゆ

困
い
０
ト

皿
陣

ぐ

則
く日
料

■
言
ヤ

方
Ｒ
オ
代

＋い
んＷ

ゼ
担
業

ゼ
ば
岬

（ざ
）

ミ
思
貯
ほ

求
へ
ゆ

ま ま ぷ
へ
∞

綻
盟
貯

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
ゆ
∞

ネ
∞
四
〇
〇
ト

Ｏ
【
〇
∞
崎
卜
へ

ヾ
〇
〇
卜
【
ギ

〇
や
０
い
０
い
専

【
　
　
∞

Ｃ
へ
い
０
０
一

「
「
い
０
∞
困

〇
〇
∞
困
∞

卜
Ｏ
ゆ
∞
卜
∞

【
　
　
困

「
や
〇
ゆ
崎

崎
や
「
∞
「
【

い
や
い
い
い
へ

ゆ
０
「
∞
∞

∞
Ｏ
ゆ
∞
ゆ
中

Щ

　
　
【

∞
卜
ゆ
∞
い

ゆ
∞
∞
〇
〇
困

〇
卜
ヽ
い
的

Ｏ
∞
い
的
∞
∞

Щ
　
　
困
「

【
【
∞
Ｏ
崎

０
マ
Ｏ
∞
∞

い
「
卜
や
〇
ヘ

∞
ゆ
卜
い
∞

「
∞
困
卜
∞
ф

く

　

「
「

∞
０
０
∞
【

∞
卜
や
い
〇
へ

Ｏ
ゆ
寸
０
∞

〇
ヾ
∞
０
ゆ
困

Щ

　
　

ｏ
「

「
や
∞
０
０

い
い
や
ゆ
や

〇
∞
Ｃ
Ｏ
困
困

∞
い
０
０
∞

０
●
的
∞
〇
∞

く
　
　
の

〇
∞
∞
∞
Ｏ

「
∞
Ｏ
Ｃ
Ｏ
困

Ｏ
ゆ
∞
困
的

〇
卜
０
∞
Ｏ
的

氏
　
　
∞

寸
寸
へ
０
０

０
「
０
ゆ
∞

【
因
０
「
∞
困

寸
〇
ゆ
∞
∞

マ
や
Ｏ
Ｏ
崎
専

駅
　
　
ト

〇
〇
〇
〇
〇

Ｏ
∞
卜
〇
ゆ
困

【
崎
ト
ト
ф

い
や
０
∞
マ
∞

Щ
　
　
０

０
や
∞
へ
〇

∞
Ｏ
∞
∞
「

∞
０
０
０
【
困

０
０
卜
０
∞

卜
Φ
Ｏ
や
∞
∞

Щ
　
　
ゆ

〇
困
Ｗ
崎

卜
∞
Ｏ
Ｃ
〇
一

ゆ
Ｃ
困
〇
∞

ベ
ト
〇
∞
∞
困

Щ

　
　
寸

∞
「
寸
困
〇

〇
崎
∞
「
卓

Ｏ
【
０
「
【
弱

寸
ｍ
Ｏ
ゆ
的

へ
寸
困
「
い
∞

匝

Ｍ
岬

ゼ
廻
く

ゼ

Ｋ
代

ゼ
妖
慨

ゼ
緯
岬
一陥
ん
Ｗ

【帥
帥
韓
盟
貯
　
懇
飾
翠
蝉
狼
輔
図
岳
押
わ
ば
―
ふ
ヽ
甲
蝶
Ⅸ
耐
煙
ば
に
図
岳
押
】

【
血
坪
く
事
】

【
皿
坪
ヨ
棋
】

【Ｘ
事
Ｇ
帥
紅
熊
求
く
】
　

一

巡
貯
照

慣
伴



（ざ
）

蛍
巡
せ
橿

ざ
∞
ト

求
０
「

ま
〇

ぷ 求

維
赳
せ

〇
〇
∞
マ
ギ

〇
〇
い
い

〇
〇
〇
∞
寸

Щ
　
　
∞

〇
〇
０
ゆ

〇
〇
Φ
崎

く
　
　
い

〇
〇
〇
ゆ

〇
〇
〇
【

〇
〇
∞
ト

瞑

　
　
【

〇
〇
０
「

〇
〇
〇
「

Щ

　

園
【

〇
〇
い
い

〇
〇
い
∞

駅

　

「
【

〇
〇
困
的

〇
〇
ヽ
∞

Щ

　
　

ｏ
一

〇
〇
〇
寸

〇
〇
〇
ヾ

駅
　
　
０

〇
〇
い
∞

〇
〇
∞

〇
〇
〇
寸

Щ
　
　
∽

〇
〇
０
い

〇
〇
〇
〇

眠
　
　
ヽ

〇
〇
∞
や

〇
〇
∞

〇
〇
０
崎

駅
　
　
０

〇
〇
∞

〇
〇
∞

く
　
　
ゆ

Ｇ
Ｏ
マ
困

〇
〇
寸
困

”（
　

守

〇
〇
∞
や

〇
〇
∞
や

工
罫

ヽ

卜

当

十

卜
■
末
卜
ｂ

小
学
く

ヨ

、

単
ち
や
け
★

た
ぐ

（ぷ
）

蛍
赳
寺
癌

ま
一
∞

ま
ゆ
∞

ま
い
Ｏ

ま
や
ト

ぷ
マ
０

ぷ
Ｃ
Ｏ
一

ま
「
〇
】

求 ま

歳
盟
■

〇
〇
「
「
０
ト

０
０
０
∞
い
０

〇
〇
へ
∞
０
マ

〇
ゆ
〇
崎
〇
ト

〇
∞
ヾ
〇
ネ
０
「

〇
〇
ヽ
ゆ
∞
〇
「

〇
い
い
∞
卜
０
「

〇
〇
卜
０
０
「

〇
「
ヤ
∞
Ｏ
∞
０

【
　
　
∞

〇
〇
ヾ
ゆ
ト

〇
ゆ
卜
【
ゆ

〇
〇
０
０
や

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
「
０
ヾ
「

〇
〇
０
∞
ト

Ｏ
Ｏ
困
困
寸
一

〇
〇
崎
や
「

〇
や
ト
ト
一
〇

く
　
　
い

〇
ゆ
∞
∞
ゆ

〇
〇
卜
〇
ゆ

〇
崎
「
い
ギ

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
∞
〇
∞
「

〇
〇
「
∞
∞

〇
〇
ト
マ
〇
「

〇
〇
〇
【
一

０
０
い
∞
寸
Ｄ

駅

　
　
【

〇
〇
ゆ
崎
崎

〇
〇
０
ゆ
困

〇
〇
〇
〇
困

〇
〇
卜
や
ゆ

〇
ゆ
〇
〇
〇
「

〇
〇
ゆ
∞
ト

〇
「
０
「
【
申

〇
〇
ゆ
寸
「

〇
〇
∞
卜
０
や

く
　
　
い
一

〇
〇
い
マ
ゆ

０
０
０
∞
Ｎ

〇
〇
∞
０
い

〇
〇
「
∞
崎

〇
〇
∞
∞
い
「

〇
〇
卜
へ
〇

〇
〇
「
∞
Ｏ

〇
〇
〇
【
【

〇
ヾ
∞
ネ
〇
マ

瞑
　
　
ネ
一

〇
〇
〇
〇
寸

〇
ゆ
〇
卜
∞

〇
崎
Ｏ
射
∞

０
０
０
「
０

〇
ゆ
Ю
Ｏ
「
一

〇
〇
【
的
∞

〇
的
「
い
い
「

〇
〇
０
寸
【

〇
∞
寸
困
【
崎

Щ

　
　

ｏ
【

〇
〇
寸
∞
０

０
０
寸
０
寸

〇
い
〇
園
ゆ

〇
〇
卜
【
Ю

〇
ゆ
〇
ヾ
寸
一

〇
〇
∞
卜
Ｏ

〇
「
〇
寸
い
【

〇
〇
∞
卜
困

〇
〇
∞
〇

【
〇

頃
　
　
ｏ

〇
〇
〇
〇
ｍ

〇
〇
〇
〇
や

〇
〇
卜
困
寸

〇
崎
卜
〇
〇

〇
〇
い
０
「
「

〇
〇
∞
崎
ト

〇
〇
〇
卜
や
「

〇
〇
０
「
【

〇
ゆ
〇
「
ゆ
０

駅
　
　
∞

〇
〇
卜
い
い

〇
崎
【
∞
∞

〇
〇
∞
い
的

〇
〇
「
∞
ト

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
「
〇
∞

〇
マ
ト
∞
”
】

〇
〇
マ
ト
【

０
０
い
∞
∞
崎

【
　
　
ト

〇
〇
【
や
ト

〇
ゆ
〇
】
ゆ

〇
ゆ
〇
〇
寸

０
０
寸
寸
ト

〇
〇

卓
卜
的

「

〇
〇
ヾ
Ｏ
∞

〇
〇
０
「
申

〇
【
∞
い
０
「

〇
〇

申
卜
や
０

Ｒ
　
　
ｃ

〇
〇
Ｃ
〇
〇

【

０
０
∞
や
０

〇
〇
ゆ
〇
的

〇
〇
∞
∞
ト

〇
ゆ
ф
∞
マ
申

〇
〇
や
∞
Ｏ

〇
寸
Ｗ
Ю
ヾ
【

〇
〇
〇
「
【

〇
ヤ
ヾ
Ｃ
卜
〇

耐（　
　
　
　
崎

〇
〇
崎
∞
マ

〇
町
０
０
ゆ

〇
〇
〇
【
ヾ

〇
〇
「
∞
寸

〇
∞
「
∞
い
「

〇
〇
【
や
〇
一

〇
〇
〇
困

〇
∞
∝
困
∞
【

〇
【
∞
〇
〇
〇

Ｔ（
　

一ヽ

〇
崎
０
”
ト

〇
崎
い
い
寸

〇
〇
０
「
マ

〇
〇
ト
ベ
ト

〇
〇
〇
〇
い
一

〇
〇
一
や
〇
一

〇
卜
∞
園
〇
一

〇
〇
０
「
一

〇
卜
ゆ
Φ
ゆ
Ｃ

五
暉

押
経
如
く

＝
繕
中
キ
押

震

＝
仲
ぷ

冊
ｇ

正
ぶ

珊
和
鑑

＜

運

き

日

た

０

＝
告

＝

【鰹
Ｘ
ぐ
室
瞑
再
醤
経
控
士
】

【巡
＝
ぐ
室
式
再
軽
翼
】



（ざ
）

蛍
盟
貯
癌

ま ま
Ｎ
∞

求
Ｗ
∞

ぷ
０
０

ま
∞
Ｏ

ま
∞
〇
一

ま
∞
ト

ま
ト
ト

ぷ
ゆ
Ｏ

ぷ
ゆ
∞

ま
０
０
【

ま
Ｃ
Ｏ
申

ま
や
∞

ま
〇
〇
【

ざ
Ｏ
∞

求
Ｏ
Ｏ

詰
盟
■

「
〇
寸

０
べ
〇
内
一

Ｏ
困
∞

〇
∞
∞
”

い
∞
困

〇
〇
崎
∞

ゆ
〇
∞

∞
卜
∞
ト

∞
∞
や

Ｏ
【
∞
や
「

∞
Ｏ
ヾ

ゆ
【
寸
ト

い
０
Ｏ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
【

ゆ
【
ヾ
困

∞
∞
Ｏ
卜
０

駅
　
　
ｍ

０
や
マ
ゆ
【
【

Ｏ
園
卜
〇
∞

０
い
Ｏ
∞
∞

０
ベ
∞
０
０

〇
∞
寸
【

卜
∞
∞
∞
ｍ

卜
い
０
【

０
「
い

０
０
「
０

Щ
　
　
ヘ

Ｏ
困
卜
寸
∞

【
∞
い
「
∞

〇
困
∞
∞
∞

〇
∞
∞
∞
Ｏ

卜
∞
寸
「

「
寸
寸
寸
〇

困
【
や
「

一
〇
困

０
い
〇
〇

駅

　
　
【

Ｏ
困
ゆ
ト
ト

０
「
∞
〇
困

ト
ト
寺

∞
∞
Ｏ

ゆ
的
Ｏ
∞
崎

ゆ
∞
い
「

０
０
「

∞
Ｏ
∞
寸

Щ

　
　

困
「

〇
∞
〇
〇
〇

∞
「
Ｏ
∞
困

マ
∞
困

∞
困
ゆ

∞
マ
０
卜
寸
【

〇
∞
マ
〇
崎

Ｏ
困
「
「

〇
〇

一

駅

　

　

「
「

∞
困
ゆ
〇
ト

Ｏ
ф
的

ゆ
困
困

０
ゆ
ヾ

ゆ
的
∞
Ｗ
Ｏ

０
い
園
へ
〇

∞
〇
寸
【

卜
ヽ
【

マ
寸
卜
寸

玉

　

ｏ
【

寸
∞
ゆ
ゆ
い
一

〇
∞
Ｏ
Ｃ
∞

【
Ｏ
寸

寸
ト
ト

〇
寸
Ｏ
Ｏ
Ｃ
【

困
Ｏ
Ｏ

０
０
０
【

困
困
困

Ｏ
〇
〇
ト

駅
　
　
ｏ

〇
∞
〇
〇
ト

ト
ト
的

Ｏ
寸
ｍ

∞
園
Ｏ
Ｏ
崎

ゆ
∞
Ｏ
【
Ｏ

Ｏ
ｍ
卜
ゆ
崎

∞
卜
０
【

「
∞
【

〇
卜
「
い

Щ
　
　
∞

〇
【
０

崎
寸
へ

０
「
卜
ゆ
「

〇
困
Ｏ
Ｏ
ヘ

【
０
ト

「
卜
寸

〇
寸
ゆ
「

寸
∞
「

〇
卜
Ｏ
∞

駅
　
　
ト

ゆ
へ
∞
一

∞
ｍ
崎
〇
寸

∞
困

∞
困
Ｏ
∞
ト

〇
寸
寸
ト
ネ
一

０
０
マ

Ｏ
Ｗ
∞
【

〇
∞
困

〇
卜
い
０

駅
　
　
ｏ

∞
的
∞
【

寸
的

〇
園
寸
的
困

〇
〇
〇

∞
∞
∞
【

〇
ゆ

０
崎
０
一

「
０
困

「
Ｗ
〇
〇

駅
　
　
崎

困
卜
〇

∞
へ

Ｏ
ト
ベ

Ｏ
Ｏ
ヾ

マ
ト
ヘ
「

∞
や
Ｏ
「
ト

〇
寸
〇
困

「
Ｏ
【

寸
へ
∞
ゆ

駅
　
　
寸

困
ゆ
〇
卜
い
「

Ｏ
因
〇
い
い

∞
ゆ
い

∞
卜
守

マ
崎
Ｏ

∞
や
０
い
ト

ゆ
∞
一
田

【
い
い

「
い
い
０

部

士

賦

＜

慈
士
賦

＜

慈

主

弧

＜

慈

主

弧

＜

慈

主

賦

く

悪

主
咽
＜

慈

革

賦

く
部

主
弧

＜

珊
総
飾
＜

冊
継
ぐ
そ

押

民

珊
中
獣

＝
ｇ

匝
ぶ

＝
駆
鰭

珊
本
＝

一
十‐‐‐。
外
Ｗ

（ぷ
）

蛍
巡
球
揺

ま
困
Ｏ

求
Ｏ
ゆ

求
【
Ｏ

統
赳
貯

〇
「
寸
∞
Ｏ
∞
０

〇
〇
〇
∞
ぜ

〇
「
や
「
ヾ
０
０

Щ
　
　
い

〇
寸
ト
ト
【
〇

〇
〇
〇
ゆ

〇
寸
∞
∞
困
〇

駅
　
　
困

〇
〇
∞
∞
寸
崎

〇
〇
困
ト

０
０
ゆ
〇
崎
ゆ

【

　

　

【

〇
〇
∞
卜
０
や

〇
〇
０
「

０
０
や
〇
〇
寸

く

　

園
【

〇
ヾ
∞
「
０
ヾ

〇
〇
困
∞

〇
寸
ゆ
Ｗ
Ｏ
寸

駅

　

「
【

〇
∞
寸
困
【
０

〇
〇
へ
∞

〇
∞
０
ゆ
【
ゆ

玉

　
　
ｏ
一

〇
〇
い
０
【
〇

〇
〇
〇
マ

Ｏ
Φ
園
〇
い
０

Щ
　
　
ｏ

〇
ゆ
〇
【
崎
崎

〇
〇
〇
や

〇
ゆ
〇
ゆ
ゆ
ゆ

駅
　
　
∞

Ｏ
Ｏ
い
∞
∞
ゆ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
∞
∞
ロ

駅
　
　
ト

０
０

中
卜
や
０

〇
〇
〇
ゆ

０
０
卜
へ
ゆ
〇

駅
　
　
０

〇
寸
寸
〇
卜
０

〇
〇
∞

〇
寸
い
ト
ト
０

【
　
　
崎

〇

「
∞
〇
〇
〇

〇
〇
ヾ
困

〇
「
へ
い
〇
〇

玉

　
　

や

〇
卜
ゆ
Ｏ
い
〇

〇
〇
∞
寸

〇
卜
∞
寸
〇
〇

た
絡
螺

蔽

把
↓
求
耐
士
一
十
）

綻
●

【
謡
遅
鰹
駅
眠
再
絡
螺
】

【た
く回
鰹
駅
ぐ
窒

瞑
再
計
謡
ミ
】



（ざ
）

ミ
巡
↓
橿

坪
柿

や
■
塁
翌
討
迎
逆
鯛
Ｇ
謡
螺

′む
窯
年
、や
軽
　
い

ド
鷹
博
愕
卜
‐′ド
牌
，
馴
邸
Ｇ
想
へ
押
ミ
再
　
【

【罫
持

や
■
墨
逆
討
遵
対
贈ヽ
Ｃ
謡
ミ
】



類
韓

赳
寸

熙
ミ

席

ご
」
ぷ

〇
〇
〇
一∞
ｏ
Ｏ
【園
沖

〇
〇
〇

、Ｃ
【
〇

〔『
斗

〇
卜
ゆ
（マ
〇
〇
、い
沖

〇
卜
０
ぃＷ
ヽ
卜
【【
沖

〇
卜
崎

．
ぺ
〇
〇

【
「
■

〇
卜
ゆ

．へ
Ｏ
困

一
【
■

〇
卜
０
，図
〇
【
．「
洋

Ｃ
卜
〇
〔Ｏ
∞
〇
、「
沖

〇
卜
い

、内
∞
〇

、
「
斗

〇
卜
園

へ
Ｃ
マ
〇

、
「
沖

「
や
い

、
【
ヾ
〇

、
「
沖

】
Ｏ
い

．卜
∞
や
沖

【
〇
〇
　
困
園
的
弟

０
∞
へ
（い
い
い
単

０
卜
い
、∞
〇
田
単

〇
卜
０

（〇
∞
「
沖

ぺ
∞
〇
【〇
崎
沖

い
０
∞

，
申
∞
沖

へ
〇
∞
末
【
∞
沖

懇

ぐ

〇
〇
〇

【困
ゆ
沖

マ
ヘ
寸
．
【
【
斗

〇
〇
〇
，〇
∞
困
丼

〇
〇
〇

へい
∞
沖

〇
〇
〇
へ〇
〇
寸
沖

〇
〇
〇

、〇
い
「
■

〇
〇
０
．∞
卜
単

〇
〇
∞

〔〇
斗

〇
〇
〇
ぃ〇
∞
斗

ゆ
い
０

，寸
斗

〇
ゆ
卜

【
∞
〇
〇
掛

〇
〇
ゆ

，
崎
【
【
沖

０
０
∞

．Ｏ
Ｏ
斗

０
０
∞

”∞
「
ト

〇
〇
卜

、
ト
ト
沖

寸
Ｏ
Ｏ

、Ｏ
ヽ
洋

〇
い
い

、Ｏ
【
斗

恒

悪

慈

士

ぐ
電
控
避
禅
相

抵
市
蝕
控
避
　
盟
↓
鷺
低
岸

称
Ｈ
軽
国
ぺ
柏
隠
Ｇ
梁
製
ぬ
翠
把
Ｎ
終
貯
衣
ミ

（る
照
）
本

生
卜
く
Ｇ
ま
ま
喜
ぶ
村
塁
―
ミ

田
型
怠
世
楔
Ｑ
ヽ
０
▼
Ｇ
や

対
瑠
く
終
六

日
中

（
眠
ヽ
日
卜
Ｈ
珊
都
駅

（
や
べ
怒
逆
黙
く
抱
く
期
黙
博
）
冊
日
も
ぷ
蛛
甲
Ｇ
ト
ー

田
К

ぺ
鞄
隠

ふ
や
け
ヽ
さ
半

ヽ
い
眼
や
巡
冊
還

亜
ぶ

（姉
Ｈ
母
も
ヽ
昼
Ｇ
析
く
期
）
冊
Ｈ
倉
〓
く
堰
Ｇ
嶺
単
凹
＝
ば
煙

（姉
日
母
も
Ｋ
ぷ
Ｇ
最
く
潮
）
冊
曰
く
退
Ｇ
霊
単
嶼
冊
＊
革

楔
Ｄ
掴
や
ヽ
や
二
―

ふ
ふ
ヽ
日

′合
把
禅
蟹
螺
）
と
墨
倹
ｋ
Ｖ
ミ
尋
役
揺

ユ
ー

ふ
ふ
ヽ

日
Ｇ
ミ
ー
指
ヽ
ド
暮
ギ

帥
Ｈ
士
〓

野
革
―
ホ
Ｉ
Ｈ
ふ

′め
件
く
Ｎ
街
ふ
卜
ヽ

出
ホ
ト
Ｇ
翌

′倉
世
や
れ
■
相
終
御
ふ
卜
や
く
や
嘔
怒

仲
日
軽
望
尺
鞠
麟
Ｇ
計
衣
ミ

・
本

生
終
く
Ｇ
虫
煮
喜
眠
ぶ
料
樫
ｉ
悪

ぺ
神
菖

ぺ
ヽ
け
蕪
ぐ
瞑
や
巡
珊
ｇ

皿
ぶ

（楔
Ｄ

〉
０
採

′ネ
騰

・
壁
）
総
ぷ
Ｑ
は
も
Ｇ
珊
懸
岬

沖
Ｈ
翠
思
―

ふ
ト
ト
Ｋ
Ｇ
鞘
尊
鑑
怠
判

・
翠
蝉
ば
革
く

虹

柿
Ｈ
慧
思
Ｇ
耕
韓
ぷ
Ｓ
媒
岬
Ｇ
電
鞘
岬
邸
ば

朴
日
黙
思
―

（
ト
ト
く
Ｇ
貯
狩
構
Ｇ
匝
瞑
瑠
Щ
聾
き
下

迎
菫
Ｇ
迎
Ｋ
富
わ
ば
韓
思
そ
ふ

や
二
峠
味
聖
一

副
斡
岬
博
祭
翠
喜
ぶ
＝
饉
―
悪

甜
避
む
セ

邸
麟
ど
ば
柵
思
わ
恵
報
思
ふ

ヽ
と
■
転
型
い

維
思
↓

【

Щ 玉 ペ 瞑 Щ 頃 ぺ Щ 頃 瞑 駅 駅 式 E E K

拡

ト

【ポ
キ
翼
駅
控
避
】



（ざ
）

ヨ
卓
坤
斡
止
赳
や
便

求
ゆ
〇
「

求
「
０

ま
∞
Ｏ

ま
ゆ
〇
「

ま
「
Ｏ （ざ
）

ぷ
赳
■
癌

ま
〇
〇
「

ま
り
「
「

ま
卜
〇
「

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
十
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
卜
に
Ｌ
持
日
‐
‐
―
ド
ド
ド
ド
Ｌ
卜
‐
ド
‐

筆
好
、雲
投
寒
裏
置

′導
―
コ
日
冊
黙
尊

・
　

釈
撫
尊
へ
ヽ
ヽ
体
生
す
く
望
と
―
＼
・
　

ミ
駅
ふ
卜
Ｈ
ふ

ヽ
卜

（
ヽ
十
や
ヽ
日
ヽ
Ｋ
と
―
へ
・

（温
で
景

．【
留
）
ｔ
点
甫
整
禅
悔

ｓ
葛
役
―
ふ
ヽ
や

。
　

　

（く
導
）
ｔ
ぷ
ヽ
心
代
け
ミ
ー

＼

・

１
１
１
１
１
１
「
―
―
―
―
１
１
■
―
―
―
―
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
コ
ー
ー
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
！
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（士
寸
馬
）
張
思
か
―
て
ヽ
す
指

・

ミ
駅
黙
締
仲
ポ
怒
塩
ヨ
「
穐
邦
報
―
ふ
ヽ
や

「
一
基
ミ
捜
誰
欝
習
」

買
ば
求
静
恨
堅
屯
瞑
郷
Ⅸ
黙
尊

・　
　
ミ
駅
黙
神
郷
棋
Ｇ
巡
裏
熙
蝶
訳
神
Ｓ
ぶ
図
岳
硬

眼柵
辮帥蜘
築報
期ヽ
回～卦船
伸恐
蝋描州
刊＝
刊割

N

市
神
ミ
恭

やヽ
〇
卜
寸

ヾ
ｏ
留

Ｈ
ヽ
マ
〇
〇
【

村ヽ
〇
園
【

間
ヽ
〇
∞
卜
一

綻
巡
貯

聞
］
「い
い

「
山
ゆ
寸

『
出
Ｃ
Ｏ
い

慈

コ
ミ
よ

田

∞
め

匝

∞
【

一山
〇
【

田

困

回

い
０
駅
　
　
中

口四
∞
困

回

崎

「
］
∞
困

「ミ
経
か
ヽ
さ
半
ふ
Ｓ
悼
筆
ぎ
」

「国
龍
剰
黙
型
等
翌
姿
岳
押
」

「組
縄
朴
収
聟
」

「幽
繕
料
詰

ｔ
ヨ
く
＜
単
畳
ニ

貯
訳
い
ミ
駅

一
蛍

縄
と
ヽ
＼
ハ
や
γ
畳
ご
　
「Ｎ
終
ヽ

ｍ
ヽ
―
卜

ふ
ヽ
ト
ト

「
劃
瓢
様
ｉ‐Ｅ
煮
吊
ヽ
Ｄ
ヨヽ

一
　

「
翌
喪
些
ｔ

対
～
ふ
ハ
や
四
釈
愚
壇
ば
モ
凶
最
押
」

「―
ぐ
き
コ
ヽ
ミ

ャ

「！
ヽ
ト
ー
末
卜
ｓ
〉
０
米
く
ミ
Ｄ
Ｑ
ミ
ー
ぐ
絡
熙
Ｓ
煙
ぱ
モ
」

「―
縄
仲
拳
ほ
扶
Ｇ
馴
峰
『
思
‥
て
剖
桂
想
ミ
ズ
思

一

Щ
　
　
園

回

Ｅ

回

ゆ

回

貿

駅
　
　
一

回

留

回

０
簡出
寸
困

瞑

　
　

い
一

回

望

一巴

困

間幽
〇
ヘ

玉

　

　

「
「

門
凹
卜
へ

蘭
］
∞
南出
０
い

駅
　
　
ｏ
一

回

ヨ

回

崎

回

貿

駅
　
　
ｏ

回
ｏ

開出
ゆ
困

回

罵

項
　
　
∞

開
凹
∞
困

門
阻
〇
南幽
∞
困

吹
　
　
ト

「
凹
ヾ
【

開
幽
∞

回

】

く
　
　
０

回

Ｅ

回

困

回

貴

氷
キ
Ｇ
汁

工
ヽ
て

ヽ

・
ミ
堆

ミ
‐t E

静

ｉ
ｆ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

盟
■

　

Ｘ

止

く
　
　
崎

間幽
寸
困

高
ヨ
困
門
虫
Ｏ
困 耳
静
や
■
遜
逆
＊
坤
き
蝶

・
蝶
喜
撃
担
　
ｃ

邸
軒

や
■
遜
逆
蝶
択
黙
革
　
守

郎
キ

や
■
堅
遭
米
い
翠
Ｇ
や
　
い

G
計

ヽ
て
ヽ

N
増

十（
　

マ

回

望

百 口
吾

因

０
や
翌
幸

神
爬
士
】

氷
停
ミ
龍

球
林
謡

湛

費x

謡

け

黙
軒
謡

【耳
柿

や
■
堅
逆
＊
辞
】



抑
韓
ば

時
閑
ど
卜

ぎ
盟
せ
癌

ざ
寸
Ｏ

ふ
〇
〇

卜
∞
ト

ざ

０

旺

ま
Ｏ
Ｏ

ざ
Ｏ
Ｏ

ざ
〇
〇
一

ざ
∝
０

ざ
Ｃ
∞

而
巡
貯

〇
〇
寸
「
「
０

〇
ロ
ト
の
マ
「

〇
∞
∞
い
０
「

〇
∞
０
卜
〇
∞

〇
〇
∞
困
〇
寸

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
ト
ト
Ｏ

〇
〇
ト
ト
０
中

〇
∞
「
∞
〇
∞

Щ
”

圧
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
∞

コ」
〇
困
〇
寸
一

Ｅ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ

Ｅ
ｏ
貿
ヾ
困

正

ｏ
ｏ
塚

ヾ

Ｐ」
〇
〇
０
０

口
」
〇
〇
〇
や
「

Ｅ
ｏ
ｏ
留
い

Ｅ
ｏ
∞
マ
∞
営

瞑
因

口
」
〇
〇
〇
〇
ヾ

［」
〇
∞
ゆ
０
「

Ｅ
ｏ
倒
ｏ

王
ｏ
ゆ
ｏ
ゆ
困

配
ｏ
ｏ
ゆ
ｏ
ｍ

Ｆ
一
ｏ
ｏ
卜
ｏ

Ｆ
」
〇
〇
〇
ト

口」
〇
〇
卜
∞
「

Ｅ

ｏ
ゆ
∞
卜
倒

Щ
「

〇
〇
い
ギ
〇
「

Ｅ
ｏ
や
０
ト

Ｅ

ｏ
い
０
ト

Ｅ
ｏ
ｏ
ヾ
０
「

Ｆ」
〇
〇
∞
因
園

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
寸

Ｅ

ｏ
ｏ
や
０

口」
〇
〇
困
「
「

圧
ｏ
ｏ
卜
∞
母

ぺ
い
「

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
困

口」
〇
〇
卜
い

Ｅ
ｏ
ｏ
困
ト
マ

府」
〇
〇
〇
ぺ
崎

市」
〇
〇
〇
０
内

圧
ｏ
ｏ
卜
∞

Ｅ
ｏ
ｏ
ゆ
ｏ

口」
〇
〇
へ
〇
【

Ｅ
ｏ
ｏ
卜
寸
ヨ

駅
Ｅ

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
∞
崎

口」
〇
「
【
Ｏ

口」
〇
ヾ
〇
〇
困

Ｅ
ｏ
域
ゆ
∞

圧
ｏ
ｏ
卜
留

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ
０

口
」
〇
〇
〇
〇

配
ｏ
ｏ
困
営

Ｅ
ｏ
崎
ｏ
ｏ
営

式

ｏ
一

Ｅ
ｏ
ｏ
ゆ
留

Ｅ

ｏ
へ
ｏ
ト

Ｅ
ｏ
∞
∞
ｏ

Ｆ」
〇
〇
∞
卜
【

Ｐ」
〇
〇
∞
Ｏ
【

Ｆ」
〇
〇
〇
寸

コ」
〇
〇
マ
０

Ｅ

ｏ
ｏ
寸
畳

Ｅ
ｏ
ｏ
崎
卜
０

駅
ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
⑤
困

口
」
〇
〇
〇
〇

圧
ｏ
ヾ
ｏ
∞

口」
〇
寸
〇
卜
一

口」
〇
〇
卜
∞
中

Ｅ
ｏ
ｏ
卜
∞

Ｆ」
〇
〇
∞
ト

口」
〇
〇
〇
「
「

Ｅ
ｏ
マ
ゆ
∞
０

玉
∞

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ
望

Ｐ」
〇
へ
【
∞

圧
ｏ
旨
困

Ｅ

ｏ
∞
へ
貿

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
寸
い

Ｅ

ｏ
ｏ
寸
寸

Ｆ」
〇
〇
〇
ト

口」
〇
〇
寸
【
「

Ｅ
ｏ
∞
マ
い
ト

頃
ト

口」
〇
〇
〇
０
ト

口」
〇
寸
〇
〇
∞

口
」
〇
〇
い
は
「

堅
ｏ
ｏ
ｏ
い
い

Ｅ
ｏ
ｏ
寸
卜
へ

Ｅ

ｏ
ｏ
や
ｏ

配
ｏ
ｏ
ｏ
∞

Ｅ

ｏ
ｏ
寸
マ
「

Ｅ
ｏ
ｏ
寸
ｏ
Ｅ

玉
ｃ

Ｆ」
〇
〇
〇
０
卜
【

口巳
〇
卜
〇
「
国

Ｅ
ｏ
ｏ
へ
ｏ

Ｆ」
〇
卜
ヘ
ト
困

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
∞
寸

圧

ｏ
ｏ
∞
や

口Ｌ
Ｏ
Ｏ
∞
Ｏ

Ｅ
ｏ
畳
Ｅ

Ｅ
ｏ
Ｌ
Ｏ
ｃ
困

【
ゆ

堅
ｏ
ｏ
∞
望

Ｅ
ｏ
母
畳

口」
〇
困
卜
〇

口
」
〇
卜
∞
０
「

口
」
〇
〇
寸
ヾ
∞

口」
〇
〇
寸
０

研
」
〇
〇
い
ト

Ｆ
」
〇
〇
〇
い
「

圧
ｏ
卜
ｃ
翻

ス
マ

〇
〇
〇
〇
申

Ｃ
Ｃ
Ｃ
〇

一

Ｃ
∝
∝
い

一

〇
〇
〇
〇
ロ

〇
〇
Ｃ
∞

〇
〇

【
「
【

〇
〇
卜
寸
一

Ｆ」
〇
∞
〇
∞
〇
【

導

群 ＼
〇
一

綻

キ

〇
〇
「

〇
〇
【

〇
〇
「

一
ｉ‐‐‐３
／マ

匝

耶
【

（計

室
揺
ば
）
蛭
Ｘ
黙
坤
Ｇ

廿

と
ヽ
て

ヽ

・
買
経
　
一

Ｂ

ふ

ヽ

中

―

卜

Ｒ

ぷ
婆
訳
さ
８
も
Ｇ
駅
寸

く
事
喪
再
遵
裏
置

巽
再
く
璽

”蚊
コく
佃
唄
ヒ亜

蛭

駅
喪
再
選

―
拘
日
　
困

く

喜

喪

再

ハ

日

ヽ

Ｋ

二

十

ヽ

　

や

【鰹
ば

や
■
駆
逆
黙
林
】



ｕ
辞
Ｈ

寸
熊
さ

岸

（ざ
）

ぎ
赳
■
に

さ
】
６

ぷ
一〇

ざ
い
〇
【

ざ
マ
一
一

ま
「
∞

ま ざ
卜
∝

ま
い
い

ぎ
や
∞

詰
赳
↓

Ｃ
∝
ぺ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

マ

け
●
べ
に
ゆ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
∞
０
０
串

〇
〇
へ
Ｏ
∞
∞

〇
〇
「
い

Ｃ
Ｏ
∝
０

マ
〇
ト

〇
〇
〇
や
マ
ゆ
「

〇
卜
∞
∞
〇
的

〇
〇
卜
）
Ｏ
Ｏ
∞

ミ
　
　
∞

圧
ｏ
い
∞
”
ｏ
寸

辞
一
〇
〇
〇
∞

口
」
〇
い
０
崎
寸
「

口」
〇
〇
∞
Ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
∞

Ｅ
ｏ
ヽ
ｏ
ｏ
四
ｏ

ロユ
〇
〇
「
Φ
い
一

口
」
〇
〇
〇
Ю
困

Ｐ」
〇
卜
へ
〇
∞
ト

瞑
　
　
困

Ｅ
ｏ
ゆ
∞
や
い
や

配
ｏ
ｏ
Ｏ
崎

Ｅ
ｏ
∞
寸
∞
倒

”」
〇
〇
”
困

Ｅ
ｏ
骨

口」
〇
い
∞
０
ゆ
崎

Ｅ

ｏ
Ю
ゆ
ヾ
∞
「

Ｐ」
〇
〇
卜
ゆ
崎

Ｅ

ｏ
〓

ｏ
寸
ト

玉

　

　

【

Ｅ

ｏ
崎
因
０
０
的

Ｅ

ｏ
ｏ
い
∞

と
〇
【
０
「
Ｅ

口」
〇
〇
【
「
Ｏ

口」
〇
〇
「
一

口巳
〇
〇
【
∞
卜
ゆ

Ｐ」
０
０
マ
い
０
「

Ｅ
∞
ゆ
章
盟

Ｅ
∞
卜
ｏ
や
ゆ
ト

Щ

　

　

困
【

研Ｌ
Ｏ
ゆ
【
「
【
∞

口
」
〇
〇
困
的

圧
ｏ
景
∞
ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
ｏ
【

Ｅ
ｏ
畳

頭
」
〇
マ
寸
Ｏ
い
や

圧
ｏ
ｏ
卜
ご

「

コ」
∞
へ
０
０
コ

Ｅ
∞
ｏ
ト
マ
０
０

頃

　
　
【
「

い」
〇
〇
へ
〇
∞
寸

口」
〇
〇
∞
寸

Ｅ
ｏ
貿
困
営

Ｅ
ｏ
ｏ
増
∞

Ｅ

ｏ
ｏ
困

Ｅ

ｏ
い
∞
∞
∞
０

Ｅ
ｏ
壇
マ
留

配
冨
留

Ｅ

Ｅ
Ｓ
ｏ
や
∞
∞

玉

　

ｏ
一

Ｅ
ｏ
ｏ
卜
０
マ
∞

Ｅ

ｏ
ｏ
い
い

Ｅ

ｏ
ｏ
ゆ
卜
∞

Ｅ

ｏ
「
ｏ
ギ
留

Ｅ
ｏ
Ｐ己
〇
【
寸
〇
卜
的

口
」
〇
〇
〇
∞
ト

Ｅ
ｏ
∞
∞
畳

口
」
〇
寸
【
∞
ゆ
〇

Щ
　
　
ｏ

口
」
〇
〇
ヾ
∞
寸
∞

Ｅ
ｏ
ｏ
や
ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
Ｏ
卜
〓

Ｅ
ｏ
ｏ
寸
ｏ
困

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
岩
崎

軍
ｏ

Ｆ」
〇
マ
ト
寸
Ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
費

「

Ｅ
ｏ
い
ゆ
ヾ
い
０

く
　
　
∞

二
ｏ
ゆ
卓
〇
卜
的

甲
石

ｏ
ｏ
０

Ｅ
ｏ
ヾ
卜
∞
留

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
畳

圧
ｏ
ｏ
困

圧
ｏ
∞
『
ｏ
ト

Ｅ
ｏ
ｏ
ｗ
ｏ
因
０

圧
∞
ト
ト
マ

圧
∞
ヾ
ゆ
貴
ｏ

駅

　

　

ト

圧
ｏ
ｏ
困
∞

口」
〇
ゆ
「
【〇
∞

口
」
〇
【
∞
困
０
一

圧
ｏ
ｏ
ｃ
Φ
困

Ｅ
ｏ
Ｆ」
〇
〇
卜
い
０
ゆ

Ｆ
一
〇
〇
【
卜
ゆ
「

口」
〇
∞
Ｏ
Ｏ
【

Ｅ
ｏ
寸
ヾ
ｏ
∞
ト

く
　
　
０

巾ユ
〇
〇
０
い

”Ｌ
Ｏ
Ｏ
【
∞
Ｏ
ギ

Ｅ

ｏ
困
∞
∞
ご

Ｅ
ｏ

［」
〇
〇
園
∞
ヾ

甲
る

い
ヽ
∞
ｏ
ｏ

Ｅ
ｏ
寸
畳
卜
い

口
」
卜
０
ゆ
〇

口」
卜
∞
ｍ
【
卜
Ｏ

一ふ
　
　
　
０

正
ｏ
ｏ
ｏ
寸

Ｆ
石

∞
ｃ
ｏ
的
マ

Ｅ
ｏ
∞
∞
園
留

Ｅ
ｏ
ｏ
困

Ｅ
ｏ
ｏ
マ
寸
∞

口
」
〇
「
【
∞
０
０

配
ｏ
卜
ｏ
ｏ
∞

Ｆ
石

卜
ｏ
∞
一

Ｅ
ｏ
Ｏ
い
ゆ
ｏ
ト

市（
　

マ

Ｅ
ｏ
卜
∞
い
留

Ｆ
一〇
〇
や
困

Ｐ
」
〇
〇
”
Ｏ
マ
崎

Ｅ
ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
ト

Ｔ
石

卜
∞
【
ゆ
ト

圧
畳
揮
畳

口
一
∞
因
０
一
ト

コ
」
∞
〇
∞
「
∞
●

巨
ウい【

軽

填

ぐ

単
↑
岸
一

＜

星
缶
叫

語

ミ 準

謡
十

こ

市
喪
再
謡
螺
く
碁
球
林

導
Ｇ
や

能

ぐ

( 1 整 再 瞑) ( 料 華 再 F E )

【た
く田
く
事
汁
ぐ
至
喪
再
】



葛飾区市民活動支援センター ・葛飾区勤労福社会館

平成23年度 年 次報告書 別 紙

【施設の運営管理に関する事項】
「利用者からの要望や苦情、 トラブルに関する事項」
・卓球室を利用されている常連客 (鈴木 様)よ り、卓球室を団体に貸切るのは、一般客が卓球を出来なく
なる時があるため、卓球室の貸切りは、やめてほしいとの強い要望があった。(職員より、以前から卓球をされている団体から貸切

逢察蚕素ど白集な害懸督広をあ丘学葛経魯塁啓響岳、また、合わせて練習室を使用することにより、お客
るとも伝えた。)( 4 / 2 5 )

1昏魯骨告暑暑骨倉i:書昌骨骨号骨景昏景::景|:答曇な者P景9掛'法あ者f遠繹そ塁暑ふ衝定易
載

、注意をしてもなおらないので、受付で室内P「Fllを
持っていない人にはラケット・ボールを貸さないでほしいという要望があった。 (5/10)・卓球の利用者より、卓球室で子どもたちが靴下で卓球をやっており、すべって危ないので、研とを
持っていない人は禁上にしてほしい。との要望があった。 (招とを持っていない利用者にははだしで
やるよう呼びかけるようにしている)(5/11)
・卓球利用者大鷹さま、笹本さまより。卓球室の子どもたちが士足で使っていたり、待つている子が後ろ
で遊んでいたりする。利用者自身が注意しても、あまり聞かない状況。 しっかり管理してほしいとの要望
があつた。 (5/12)

i昌
ユ雪昌暑8B昌脅骨骨を貫合最g宮]:::密富骸留岳欝雪雪尋暑暑揖!,あ暑暑母番i岳畜ぁt猶書を'日常的に利用している市民活動団体の利用者から「今日懇浜/rごRす名紹観希書嚢讐語そ基Rたン五占/17)非常に充実している。他の機関ではこういう記事は書
・NPO法人葛飾アクティブ.coMの方から 「コラボかつしかまつりのおかげで沢山の団体と交流できて、
活動の幅が広がっている。今年も全面的に参加したい。」といぅお言葉をいただいた。 (7/19)・17時20分頃、 「この人は、道が分からなくなっているようです」と女性の方が老人を連れて受付に来られ
た。とりあえず、受付にて老人を預かり、職員が氏名 ・住所等を聞いたがまともな返事を得られず、所持品
を見せてもらったが、住所等記述した物が見当たらなかった。このため、職員 (山崎)が 、警察に連絡し、
その間、滝川が再度情報コーナーで対応し、名前がアオキョシテルであることが分かつた。約 10分 後警察
が来館し、警察官が同じような質問をしたが答えを得られなかった。警察官立会いの下、再度所持品を調べ
たところ、小銭入れの中の千円札の間に連絡先が記述してあるメモ用紙を見つけた。家族 (奥様)へ の連絡
がつき、18時20分頃迎えに来られ、帰宅した。 (奥様の話から、この方は、過去5～6回同じことをしている
とのこと)(8/22)
。15130頃、清掃控室に雑巾を取りに行つたところ、清掃控室奥の和室の入 り口の床に広範囲にわたって液体が
たまってお り、異臭も発生していた。スタッフ三名でたまっている液体を新聞紙や雑巾、モップなどで吸い
取るように除去し、その後も時間を置いてモップがけを行った。液体は次亜塩素酸ナ トリウムおよび加湿器
用の液体とみられる。濡れた箱などは全て廃乗し、原因の液体が入つていた容器は中の液体を流した上で、
廃乗する予定。容器は底面部に裂け目がはいっており、ぶつかった際や、段ボールを移動した際に破損した
可能性がある。 (8/30)
・作業員 (労脇センター 奥西さん)が 第

一駐車場南側の中木を剪定中スズメ/ベチの巣に気づかず
ハチを刺激してしまい、腕と頭部を刺された。直ぐに傷口を吸つて毒をIJしたが、痛みと目が
しょばしょぼするとの症状があったので、近くの平成立石病院へ行った。本人 15時00分頃、
病院より帰り、状況を確認、 「医者に状況を話し、注射をして痛み止めの薬を貰った」との報告あり。
(少し落ち着いてきたので作業を始めた)午 後5時に害虫駆除の業者 株 式会社三幸が来て
蜂の巣を撤去した。 (10/12)
。15時10分頃、情報コーナーで遊んでいた中学生が駐輪した自転車のかごにバックを置き忘れ、
20分問離れている間に盗難にあった。職員が葛飾警察へ連絡し、15時30分に警官2人来館、
現場確認、指紋採取をしたが、何も出なかった。 (10/15)
・卓球の常連客の方が、5月からの有料駐車場の件で、有料化することにより、卓球等の利用者 (個人 ・団体)

「僚等蕉檎奎P品姦ぁ墨冒審墨紀畠牛葛豊会Fの
はおかしいとの苦情があったハ伊n

・抽選会 (6・7・8,9・ 10,11・12・1・2・3・4・5月分)実 施
(4/1、5/1、6/1、7/1、8/1、9/1、10/1、11/1、12/1、1/5、2/1、3/1)
・機材保守管理実施 (4/1、5/1、6/1、7/1、8/1、9/1、10/1、11/1、12/1、1/5、2/1、3/1)
・避封[訓練実施 「役割分担表Jに 基づき行なった。 (4/1、5/1、6/1、71、 8/1、9/1、10/1、
11/1、12/1、1/5、2/1、3/1)
・事務所のコピー機 (Ne0135)印刷時に汚れが付く。 (ドラムに傷があるため後日交換)(船 大塚商会)(4/5)・エレベーター点検実施 (側SECエレベータ :異常なし)(4/7、 5/7、6/3、7/1、8/5、9/5、10/7、11/4、12/2、
1/6、2/3、3/2)
・特別清掃実施 (フィルター清lTP(企 )労|れセンター事業団)(4/18、 10/24)
・事務所のコヒ

°―機 (Neo 185)高竹日の継続作業。 (感光体 ,現像剤交換)(Itl大塚商会)(4/18)
.作業室のコピー機 (MPC 2500)(定期点検 i異常なし)(側 大塚商会)(4/18)
・作業室のコピー機 (MD 5650)(給紙不良 i動作チェック、さばき板の交換)(RISOサ ービス)(4/19)
・2階給湯室のイト器類の漂白 =洗浄実施 ((企)労|あセンター事業団)(4/25、 5/25、6/25、7/25、8/25、9/25、
10/25、11/25、12/25、1/25、2/25、3/25)
・第一駐車場側外灯のハライド球 (250W)・ツケット等が老朽化 した為の取替え配線工事 (冊山木屋電興社)(4/28)
・事務所のコピー機 (Neo135)のつめがはずれ紙が詰まってしまう。 (つめを調整し、良好となる)(側 大塚商会)
r氏/1 1、



・第一駐車場の仙1溝清掃 (5 / 1 4 )

異常なし)( 5 / 1 7、9 / 9 )
/ 2 7、8 / 2 3、1 1 / 9、2 / 1 5 )
6/4)

常なし) ( 6 / 1 5 )

否褐/嬬

ピー紙汚れのた朔 側 大塚商剣 俗仰

常なし) ( 6 / 2 3 、1 2 / 2 1 )
2 3 )

)

i家芽羊シ箋塞朝肇裾遷据!鴛篠窒盤棚麓語会!量喜窓】協|
祥肥
)

1雷昌昌夕雪暑段を宮景ま齢存魯:昌潰ど暑宮q督置 を島二豊乾斗昂斎景官岳母醤寄器3主暑器醤魯号暑岳
くれた。朝の開館点検時 ( 8 8寺3 0分)に は異常はなく

みを砦星Ъ対者/孟督拓客奮嵐員意高松含縁そ最皆「

.皆倉署替宮骨骨:看母;;i最号号,そぞ母景:と1身岳倉岳観母稔雪母8含嬉昂星呈録景S昂3号iう盪;

.堅容昼桝塁諭婁修王窒五裾竿茶空肇撮評優基察ゼ桜る立会い(9/29)
・電気室扉改修工事 (側lat建設  lo/6・ 7)
・高木剪定 (労脇センター  10/11・ 12・17・18319●20・21・24・25)
・備品チェック (10/16・17)
・中二階ロビー、作業室の床清掃実施 ((企)労協センター事業団)(11/15)
・作業室コピー機の定期点検 (lFlyl大塚商会 :異常なし)(11/16)
・2階大 ・小 ・多目的室、廊下の床清掃実施 ((企)労協センター事業団)(11/16)・自火報受信機 ・連動操作盤のバッテリー交換工事 (東和防災工業側)(11/28)・窓ガラス清掃実施 ((企)労協センター事業国)(12/5)

旬会)(12/8)
′テリー不良の指摘を受ける)(12/13)
|けにゴキブリが掛かっていた)(12/14)
])(12/19)
|くため、修理実施 (l■l大塚商会 :感光体を交換し正常

となる)(1/7)
・

系安斉≦程嚢習据
タ

テ讐管ぜだ押菅り合す
室外機の概 駆 異状が判明、後日東京ガス 御 本めレコ刀 にて

・アイシン製空調の修理 僚 京ガス 仰 本 Dレ コカ
将す曇どこぞ抒午誇免炉

い空調l d I E常傾 るが、冷却水
用のホースが劣化しており、後ロホースの取答えを行
・

石rマ ル器声
調の修理 (東京ガス (日本ビルコン)に よる冷却水用のホース取替え作業を行い修理完了とな

・電気設備法定点検実施及び変圧器のP C Bチ ェック
!ど紀房奈霧唇経訂

|そ
う3 0ド
検結果は、異常なし。

I〕C Bの チェックの結果は、 4台 中 1台に基準値以上

.略す管
″策 容 断突=琴  講 緑蕃看々梁  丞 ァ野篤r｀

良  な

|ン麒聯離趨稲講家晶み糊斎地活
のオ罰晴を拘 の

し良好となる)(3/15)
・植栽施肥実施 ((企)労協センター事業団)(3/15)
。第
一
駐車場側植栽石垣修理 ((企)労協センター事業団)(3/19)

・2階女子 トイレ便蓋及び便蓋受け取り付け修理 (lla暁建設)(3/20)
・電気設備点検実施 (関東電気保安協会 盤 の表示灯グローブが破損、次回取替とした)(3/22)



「研修、区との協議、その他」

1督箔 筈唇晋警湯予母テ畳豊富猛全R予 晏揖

→ (7/8)

。第3四半期モニタリング会議実施
'第1四半期検証会議実施 (721)
・第2四半期検証会議実施 (10/21)
・第3四半期検証会議実施 (1/21)
。第4四半期検証会議実施 (4/23)
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葛飾区市民活動支援センター

年度報告書 【講座等事業】

平成23年度

1コ 入門講座

実施月 事業名称
実施

回数

受講者数

延人数 ユニーク数

第 1四 半期 NPO法 人入門 ・設立講座 1 14

第 2四 半期 NPO法人入門 ・設立講座 (7月)

地元学講座

葛飾版社会起業塾

NPO法人入門 ・設立講座 (9月)

地域活動チャレンジ講座

5 242 89

第 3四半期 地元学講座

NPO法人入門 ・設立講座

2 54
ワ

０

第 4四 半期 地域活動チャレンジ講座

葛飾版社会起業塾

NPO法人入門 ・設立講座 (2月)
NPO法人入門 ・設立講座 (3月)

150 61

計 470名 計 185名

2.専 門講座

実施月 事業名称
実施

回数

受講者数

延人数
ユニーク

数

第 1四半期 広報 ・コミュニケーション講座
NPO実務講座

2 70 44

第 2四 半期 ファシリテーション講座 1 24
９

々

第 3四 半期 広報 ・コミュニケーション講座 1 9 6

第 4四 半期 NPO実務講座

ファシリテーション講座

NPOマネジメント講座

3

計 18 6名 計 106名

3.交 流会

実施月 事業名称 実施回数 参加者数

第 1四 半期 第 1回 ミニ交流会

第 2回 ミニ交流会

第 3回 ミニ交流会

第 4回 ミニ交流会

4 44

第 2四半期 第 5回 ミニ交流会 1 9

第 3四半期 葛飾区市民活動支援センターまつり

第 6回 ミニ交流会

第 7回 ミニ交流会

3 922



葛飾区市民活動支援センター

4.シ ンポジウム

5. 収支

収 入 2,505,119

支 出 2,505,119

収 支 0

6口 振 り返 り

本年度は入門講座 4講座、専門講座 4講座を行った。

年間で 6回 の開催となった NPO法人入門 ・設立講座は、いずれの回も多くの受講生を集
め、好評をいただいた。受講生の内訳としても、定年退職後に地域での新たな取り組みに
チャレンジしようとする高齢者層や、主婦、学生、働きながら地域活動をはじめようとす
る若年層など、さまざまな方々に受講していただくことができた。

法人設立の具体化を考える受講生からの相談も多く、一般相談事業、専門相談事業への

案内をスムーズに進めることが出来た。同講座を以前に受講した方々にグス トスピーヵ―

として御登壇いただき、具体的なアドバィスや苦労を話していただいたことも好評だった。
地元学講座、葛飾版社会起業塾講座、地域活動チャレンジ講座は、第 2四 半期の地元学
講座を除いては、想定目標をやや下回る受講者数となった。ぃずれも 5コ マを充てた長期
の講座となっており、受講生のエーズや地域課題を的確に捨いつつ、全体の組み立てに留
意したい。

地域の防災をテーマに開催した第 2四 半期の地元学講座では、震災直後という防災意識
の高まりもあり、想定をはるかに上回る受講生が集まった。葛飾区防災課からご協力をい
ただいたこともあり、自らの地域に引きつけて、防災の問題を議論することが出来た。
その他、地元学講座では葛飾区鎌倉での活動を続ける 「源右ヱ門の会J、地域活動チャレ
ンジ講座から立ち上がったシェア子育てサポーターとしての 「OH!ファミリー」、葛飾版社
会起業塾講座の後に始められたメーリングリス ト 「K SB Players」等、講座を契機とした
新しい動きがいくっも生まれている。有効な講座運営に努めると同時に、これらの団体が

第 4四 半期 第

第

第

29

計 1,Oo4名

実施月 事業名称 参加者数
第 1四半期

第 2四 半期 三外から再生へ ～ 愛と希望の井戸端会議～ 74

第 3四 半期

第 4四 半期 市民活動懇談会 「かつしか未来づくリフォーラム」 46

計 120名



葛飾区市民活動支援センター

必要とする支援や情報の提供を行いたい。

専門講座では、より実務的 ・実践的な講座の組み立てを意識して行つた。NPO法人の税務

や会計について学ぶ NPO法人実務講座では、多くの受講生を集めたものの、第 3四 半期に

開催した広報 ・ヨミュニケーション講座は、想定を下回る受講者数となつた。受講生から

の満足度、評価が高い講座となっただけに、広報を見直すなど改善を図りたい。

NPO実務講座は、NPO法人会計基準の制定に中心的な役割を果たした脇坂誠也氏 (税理士)

を講師に招いて行った。法人税や消費税の課税に対する基本的な考え方、収支計算書から

活動計算書への移行について、分かり易く説明がなされた。受講者としては、NPO法人の代

表や経理担当者が多く受講していた。来年度以降も、団体の経理担当者等からニーズを拾

い、さらに良い講座となるように努めたい。

ファシリテーション講座はグループ実習を中心に行われ、いずれも好評だつた。また、

同講座から生まれた 「葛飾寅さんファシリテーターズクラブ」にも 3名 が入会した。市民

活動に関わる様々な場面で、こうしたファシリテーション技術、その考えが応用されるこ

とを期待したい。

広報 ・コミュニケーション講座は、前述のように想定を下回る受講者数であつたが、講

座の中で受講生とのコミュニケーションが密にとられ、満足度は高い講座となった。今後

はチラシの作成や広報の手法などについて、各団体のより具体的なニーズに応えられるよ

う、組み立てを考えたい。

NPOマネジメント講座は、情報発信をテーマに映像ワークショップ形式で開催した。自ら

のパノコンや携帯電話を使った情報発信ということもあり長時間の講座となったが、受講

生には最後まで絶えず関心を持つて参加していただき、意見交換や議論が活発に行われる

講座となった。

ミニ交流会は前年度と同様、年 10回を開催した。第 1四半期に開催した第 2、3、4回 目

の交流会は、前年度に行った 「かつしか未来づくリフォーラムJの 同窓会として開催した。

また、第 8、9、10回は、先立って実施した葛飾版社会起業塾、地元学講座、NPOマネジメ

ント講座に関連しての企画 ・実施となつた。いずれも講座の内容、つながりを踏まえた意

義ある交流となり、好評をいただくことができた。

一方で、交流会をきっかけに初めてセンターを訪れる参加者も多かつたため、老若男女

を問わずに新たな出会いと交流の場を提供することもできた。全体的に参加者数で伸び悩

む回も多かったため、来年度へ向けてはテーマ設定の再考とともに、早めの広報活動を心

掛ヽけたい。

市民活動支援センターまつりは、10月 30日に開催し、ほぼ前年並みの 900人の来場があ

り大変盛況であつた。全 6回の実行委員会には延べ 40団体が参加し、まつりの企画 ・実施 ・

後片付けに至ることまで協議し、全員で決定していく方式をとった。そして、前年同様に

実行委員会のメンバーには、全体運営を担ってもらい、今年はよリスム
ーズに実施できた。

以上のように、実行委員が主体的かつ積極的に準備から実施まで参加し、名実ともに 「市

民活動」によつて支えられるまつりとなった。

シンポジウムは、第 2四 半期に 「震災から再生へ ～ 愛と希望の井戸端会議～」を実施



葛飾区市民活動支援センター

し、第 4四半期には 「かつしか未来づくり」フォーラムを実施した。それぞれ 74人、46人

の参加者を集め、盛況であつた。

「震災から再生へ」をテーマとしたシンポジウムは、過去に開催したシンポジウムで最

多の参加者となり、福島からの避難者も迎え開催した。シンポジウム後に、避難者の方々

とシンポジウム参加者の交流が始まるなど、新しいつながりも芽生えた。

「かつしか未来づくリフォーラム」では、「防災」、「人のつながり」、「まちづくり」の 3

つの分科会を設け、分科会ごとに地域の中で実現可能な取り組みについて、企画(プロジェ

クト)を練ってもらつた。会の最後に、センターが支援するプロジェクトを参加者全員で投

票によって選び、「ノ」ヽ松菜コロッケづくリプロジェクト」カミ選出された。同プロジェクトの

支援を行っていくとともに、地域の課題解決に向けた取り組みを続けて行きたい。

講座 ・イベントを通じ、新たな団体とのつながりが数多く生まれている。今年度に実施

した講座 ・イベン トを振り返り、スタッフ間での共有を図ることで、次年度以降のより良

い企画 ・運営につなげたい。



葛飾区市民活動支援センター

年度報告書         【 相言炎事業】
平成23年度

1,一般相談        総 回数

今年度 1 221 1前 年度 1 209 1前 年度比1 106%

内容 第1 四半発 再2四半期 第 3四半真 第4四半期 合計 1年度 前年度比

市民活動をはじめるにあ
たつての本目談

4 3 3 26 20 13000

紹介コ仲介を希望する相談 22 14 12 77 80 96%

団体の設立に関する相談 4 4 10 9 27 75%

団体の運営に関する相談 8 7 14 40 30 133%

その他 10 18 51 43 119%

合計 62
民
Ｊ 52

●
乙

〔
）
う
乙 106%

■振り返り

前年度と比較し、「市民活動をはじめるにあたつての相談」および「団体の運営に関する相

談」が大幅に増加した。講座等を通じて立ち上がった団体の運営相談が目立った。

紹介コイ中介を希望する相談は前年並みとなったが、新たに活動をはじめる団体をネットワー

クにつなぐ意味でも、既存の団体との関係性を強めていきたい。

団体の設立に関する相談では、NPO法 人の立ち上十ず等の相談をいくつか受付けたが、設

趣旨や活動の方向性をしつかりと確認した上で、今後も支援を続けたい。

その他の相談としては、前年に引き続き、外国人や就労問題に関する相談が寄せられた。



葛飾区市民活動支援センター

2専 門相談

3j収支

内容 第 1四半則 第2四半翔第3四半漂 第4四半尉 合計 前年度 前年度とと

税務日経理・会計 2 0 2 4 8 4 20000

遅圭言己 0 0 0 0 0 0

(団体運営での)lT'舌用 1 1 2 0 4 5 80%

運業・事業マネジメント・資金調達 | 1 1 12 33 30 110%

合計 15 16 45 39 115%

■振り返り

専門相談の多くは、前年同様に起業・事業マネジメント・資金調達に関わる相談となった。内
容としては、起業における事業計画の立案や、助成金・補助金に関わる資金調達の相談が多
く寄せらた。専門相談員への引き継ぎをスムーズに行うと同時に、職員の間でも事業マネジメ
ントに関する必要な知識や技術を共有していきたい。
税務コ経理・会計については、前年に比べ相談が倍増している。NPO法 人の会計基準によ
り、平成24年度からは既存の収支計算書から活動計算書への移行が進むが、そうした案内、
専門相談の紹介も各団体へ行なっていきたい。
関連してェT活用、登記についても、各相談者の二十ズを的確に掴むことで、専門相談の案
へとつなげていきたい。

内訳 合計
J又入 指定管理者委託料 675,000

支 出 専門相談員言身」礼 15 , 0 0 0 x 4 5 675,000

収支 0円



第1四半野 第2四半期 第3四半期 第4四半期 合計 前年度 前年度比
更新記事数 102%

アクセス数 20,263 16i316 141732 13796 651107 58,406 1 1 1 %
ユニーク人数 8,206 7,395 6,262 5,329 27,192 19,947 136%

年度報告書

平成23年度

1.ホ ームページ運営

【情報収集白提供等の事業】

2.メ ールマガジン配信

3.市 民活動支援センターだより

4口 情報コーナー

5B収 支

6口 振り返り

・ホームページは前年を上回るアクセス数を記録し、ユニークアクセス数も大幅に増加した。東日本大震災の被
災地に関する情報や、各団体のイベント情報をT車 に発信した効果だと思われる。今後もまた、情報発信の頻
度・質ともに高められるようにしたい。
・メールマガシン登録者数は緩やかな増加傾向を見せている。新メールマガジンサービスヘの移行など、環境を
再整備することもできたので、引き続き講座等での案内を続けたい。
・センター便りは読者からの反響もあり、好評をいただいている。特に今年度は、新たに活動をはじめた団体を
積極的に取り上げるなどしたため、新しいネットワーク作りの支援という意味でも、有効な発信ができた。
・情報コーナーでの掲示資料数は前年より減少したものの、鮮度の高い情報を発信することを心がけている。助
成金に関する情報に着目し、活用する団体も増えてきている。

葛飾区市民活動支援センター

E収 支

内訳 合計

収 入 指定管理者委言モ料 6000

支 出 サーバー代 61000

収 支 0

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 合計 前年度 前年度比
発行本数 1 1 100%

登録者数 299 322 292 115%

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 合計 前年度 前年度比
発行号数 30・31 33・34 6

外部配布数 4286 2143 4286 2500 13[215 12,858 103%

■収支

内訳 合計

収入 指定管理者委託料 66.600

広告収入 45,000

支 出 印刷費、紙代、郵送費等 1111600

収支 0

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 合計 前年度 前年度比
掲示資料数

配布資料数 1160/t

購入資料数 2 2 0

■収支

内訳 合計

収入 指定管理者委託料 36,165

支 出 書籍代 36,165

収支 0

J又入 1471765

支出 147,765

収 支 0



年度報告書

平成23年度

4コ 収支

【作業支援事業】 葛飾区市民活動支援センター

カ

機ピ

ロロッカーコレターケース し状況
第 1四半期 第 2四 半 期 第3四半期 第4四半期 前年度束 前年度比

ロッカー 24 24 24 100%

レターケース 24 24 24 100%

ヨ 印 /― トパソコン利用状況
第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

数量 収入 (円) 数量 J又入 (円) 数量 収入 (円) 数量 収入 (円)
コピー機
(枚数)

自黒 5,410 54、100 3,716 37,160 2255 22、550 3,909 391090
カラー 650 26,000 22.760 2,078 83,120 655 26200

E日用Jイ幾

製版枚数 1,338 133800 1,009 100,9oo 632 63,200 1,038 1031800
印刷枚数 442933 246,798 168.997 448,715

ノートパソコン(貸出
し台数) 415 41,500 368 361800 302 30,200 467 46,700

dロ コ ピー 印刷機、ノー トパソョンの利用実績及び前年度比
今年度 前年度

前年度比 (%
数量 収入 (円) 数量 収入 (円)

コピー機
(枚数)

白黒 15290 1521900 22,857 228570 6700
カラー 3,952 158,080 5.378 215,120 73%

印昂J機
製版枚数 4017 401,700 4,065 406500 99%

印刷枚数 1,307.443 1,062173 123071
ノートパソコン(貸出
し台数) 1,552 155,200 1,603 160,300

内訳 合計
収入 ソコン利用料 8671880

旨定管理者委託料     i 643238
支 出

ヨご=軽!橋♂羅習麒縮ぱ蟹猪句対?‰ li5‖,118

J又支
0

5.振 り返り
・コL一磯、パソコンの利用とも前年度からの減少が見られる。今後は、テラシや簡単なパンフレットOfT成な
どの作業室の機能について、より多くの団体への周知に努める。

ま纂簡を経語化晨芦
盤轍 埼葺,密胤緩現製岳斎慾盟稿紀歓劇盟

・作業機器の取り扱いやトラブル等が起きた際には、職員が的確に対応できるよう知識と体制を整えたい。

、パソコンの



葛飾区市民活動支援センター

自主事業キR告書

イベント支援事業

■実施イベン トの概要 ・結果

平成23年度はイベント支援事業を後期に実施した。

蟹望月会喬阪卒あと錯け梨尋桑ダ
あつた。審査の結果、イベン ト支援事業に決定した団体、

また助成内容は、センターが施設の利用料金を負担するなどの事業に対する 「後媛」とす
る。

≪支援事業対象団体等≫
【団体名】プラザあおと
【事業 1々称】 「野菜市と料理イベントでコミュニケーション能力向上J
【主旨】
社会参加や就労困難な若年無業者を対象に、野菜市や料理イベント等を通じて人々との出
会いの場や畦い就労の場を提供し、地域社会や就労に踏み出すきっかけづくりとする。

回収支結果

日特記事項

含景暑暑景;岳そ宮贅晏誉督畳害ナ2ラ景倉暑雪畳:倉暑昌ユ百才魚撫忌免t

情報配送事業

イベントの後
また、来場者

■配送物 ・団体名

.「霧蓄箸雰毎占分粟主晏埜許夢亨季ぁ企笹育成科」 企業組合労協
センター事業団

・「ユニコム通信Vo]29」 NPO法人ユニコムかつしか
。「NPO法人木来空間ぽむぽむ第86号」NPO法人末来空間ぽむぽむ
。 「ジャグリングスクールJ jugg]ing shOp遊 び場GREEN

・ 「NPO法人み らくるパ ンフ レッ トJ NPO法人み らくる

日特記事項

特にな し

ロ

日日寺 内訳 来場者数
12月 23日 クリスマス会 (野菜市 ・諦話 ・交流会) 50)(
1月7日 ( 野采 巾 ・料 埋 イ ベ ン ト 50ノ代ヽ

2 月4 日( 土) 野菜市 ・料理イベン | 50人
3月 3日 (J二) 野菜市 ・料理イベ ン ト 50人

区分 内訳

収入
支出

指定管理者委託料          ~
施設硬用料

~琢
確 丁至百×2~‐

~

施諌硬扁芹屯率華要:召郵再密
~ ~~~

ケータリング室 ・全周

7,700卜 J

1 5 , 4 0 0円

1 4 , 6 0 0円

0円
収支 30,00oF可



葛飾区市民活動支援センター

自主事業報告書

i撰≧品 壁穀暑L解弔0ざ轟鍵
空間ぽむぽむ

田特記事項
特になし

日配送物 コ団体名
「fost R7月講座」fOst R

I語握晶塁器選盟ど署
法
会晶吾F蒔椅重走黛巣空間ぽむぽむ

日特記事項
4寺になし

日配送物 B団体名
・ 「亀測友香&Vo」Aゴスペルコンサー
・ 「NPO法人未来空間ぽむぽむ第89号」

■特記事項
特になし

卜」座 ・スーパーマーケット
NPO法人未来空間ぽむぽむ

! 摘熟罷嵩| 』選ャゴ署獲盆号F コ緯統重走ゼ巣空間ぽむぽむ
日特記事項
特になし

日配送物 口団体名

.「岩習露守たて紀ご縁告晋旨持、鴫品彊父未来空間ぽむぽむ
日特記事項
4寺になし



葛飾区市民活El」支援センター

自主事業報告書

1壇E2を;魯暑督瞥を]1畿寵碑響釧ゴ調ゴむ
■特記事項
特になし

「NPO法人未来空間ぽむぽむ第93号」

■特記事項
特になし

NPO法人未来空間ぽむぽむ

■配送物 ・団体名

■特記事項
特になし

日配送物 ・団体名

!1審堺鼻晋沼ス品記歎もユ斡ヱテ
実行委員会

'「営業スキルアップ講座」起業女子会

!雇桑艦プゾ暫傍穐男靱勢宅箸堪異|ゴ晋ち合育断嶺
問ぽむぽむ

口特記事項
特になし



葛飾区市民活巨む支援セラター

自主事業報告書

日配送物 口団体名
。 「かつしか希望の若者シンポJ葛 飾まちづくり濠J場
・ 「ジンペイと歌おうキャンプノング」葛飾区レクリエーション協議会
・「カツチャレ『輪郭図』」葛飾区レクリエーション協議会
・「ボランティア募集」葛飾区レクリエーション協議会
・「パネエ～ 1柴又発見プロジェクトJ特 定非営利活動法人みらくる
。「ユニコム通信Vo1 34」NPO法人ユニコムかっしか
。「NPO法人未来空間ぽむ|ゴむ 第 96号」NPO法人未来空間ぽむぽむ
・「介護サポー トシンポジウムがんばらない介護のヒント」お―ポんはうす金町

田特記事項
特になし

【3月】
配送先件数        +    162

日配送物 い団体名
・ 「第3回 た 。ま ・り・場 ・カフェ」たまり場カフェプロジェクト
・ 「野菜市とCafeいと」プラザあおと
'「へその緒通信J NPO法人へその緒の会
。 「葛飾あるものさがしツアー」葛飾まちづくり劇場
。 「NPO法人木来空間ぽむぽむ第97号」NPO法人未来空間ぽむぽむ

口特記事項
特になし

葛飾区協働事業提案制度の支援事業

■

日R寺 内訳 来場者数
4月2 2日 (金) 防1 5 1 J事業提案術J反説明会 20人
3月1 7日 (金) 防l u J暑莱提案箭Jl x t第

一
回審査会 1 3 人

7月 7日 (本) 腸働争菜提案制反第
一
次審査会 40人

言+  73

■

区分 内訳

収入 な し 0円

支 出

地 試 使 用 料  大 会 議 笙 ・午 前 /午 後 5,000P
施設使用料 大 会議室 全 国 @6,500円
ノー トPC利用料 @100× 3台=300

6,800円

施設使用料  多 目的室 午 前 2.7001可
収支 △ 14,500円



葛飾区市民活動支援センター

自主事業報告書

作業=援用品販売事業
■ 内容 結果

品 目 単fT 個 数 小 計 一僻
８５〇
一４０〇
一６６〇
一３５〇
一５０〇
一７０〇
一７０
‐淵
判
４０‐
「
刊
８‐
剤
料
判
‐０１

1 ,

И

一９６

一２９

３

一３

一９５

・８

一２８

・２７

一〇３

一４‐

．３４

「
　

・

１‐

耐

28.90o

38、400

1.050

4,500

66,500

560

1,680

1,080

31909

328

1,700

11000
収入合計 1681777円

17,543円

かつしかナレッジバンク事業

■実施内容

慾鉛深需ダ朗,軌脇脇簿務製発ぷ冨ず
口特記事項

特になし

地域課題 リサーチ事業

■実施内容
実施せず

日特記事項
特になし



葛飾区市民活動支援セレター

自主事業報告書

「地域課題解決!Jセ ンターおまかせ出前交流会事業

■実施内容

響雛動皆トギ笹系長野材灘陰嫁熟 く
ヽ
穏 既堪夢哲緊識

した。
田特記事項

諌昏欝彗絡垢ダ夢リツ暫尋逢縫を菖ザ磐黛蓄嘉屋唇甦岳奮智とふとl集ぞょ
た`。

葛飾区市民活動支援センター団体登録制度

田実施内容

３ ６

一
３ ６

「の川をきれいにす

ブザ
ヾ
あおと

かつしか

法人ユニコムかっしか

なシリテ
ータース
｀
クラフ
｀

人心のつばめ

クティブ.coM

トワーク22

八アディアヘレヽ
Siェ
チォヒ

≧んなで歌う新小 シャンノン
お母さんが創っ

コミュニティヵフェ研

車ッポファミリークラ

生 タス着物リフォ転

マンション

区レクリエーション

田特記事項
4寺にな し



平成23年度年間収支決算書

大分舞 小分類 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 年間計
収入

収

入

葛飾区支払額① 10,044,750 10,044,750 10,0441750 101044,750 40,179,000

区への還元金 0 -150,000 -575,145 -725,145

講座事業 127,800 182,500 121,400 207,40C 639,100
相談事業 0 0 0

情報提供事業 45,000 0 45,000
作業支援事業 2511570 197,620 203,150 215,79C 868,130

市民活動支援事業計―C 424,370 380,120 324,550 423119C 1,552,230

施設利用料金③ 1,456,930 1,309,250 1,2491150 1,295,800 5,311,130

卓球利用料金④ 547,290 484,750 407,910 399,430 11839,380

施設等利用料金収入計―⑤ 2,0041220 1,794,000 1,6571060 1,6951230 7,150,510

雑収入⑥ 25,715 28,557 22,365 22,519 99,156

収入合計②(①+②十⑤十⑥) 12,4991055 12,2471427 11,898,725 1116101544 48,255,751

支出

人

件

費

施設長 1,030,631 1,371,880 1,547,347 |,120,631 51070,489

副責任者 713,423 711,491 711,100 704,96C 2,840,974

常勤者(4名) 21234,111 3,235,709 3,377,705 2,944,31[ 11,7911838

非常勤者 (6名) 1,912,103 1,794,712 1,767,297 1,583,317 7,057,429

人件費計C 51890,268 7113,792 7,403,449 6,353,221 26,760,730

施

設
維
持
管

理
費

建築物保守管理業務 1,444,812 1,433,694 l,433,694 1,433,694 5,745,894

外

部

委

電気工作物保守管理業務 37,641 371641 37,641 91,191 204,114
空調設備保守管理業務 0 326,130 0 326,130 6521260

消防設備保守管理業務 108,675 132,825 241,500
エレベーター保守管理業務 78,750 78)750 78,750 78,75〔 315,000
自動ドア保守点検業務 28,140 281140 28,140 28,14C 112,560

清掃業務 900,000 900,000 900,000 900,00C 3,6001000
託
費
害虫駆除 0 75,000 0 75,00C 1501000
植栽管理業務 189,000 189,000 189,000 189,00C 7561000

機械警備費 141,750 141,750 141,750 141,75C 567,000
カーテンクリーニング 55,250 0 55,250 C 110,500
ピアノ調律 11,550 11,550

管

理
費

水光熱費 785,602 1,103,989 859,327 1,066,628 31815,546

通信費 224.198 237,857 1911553 217,215 870,823

事務機器費 129,948 129,948 129,948 129,948 519,792

その他事務経費 6 5 0 , 7 0 2 1   フ 5 5 , 3 1 9 833,910 895,229 3,135,160

施設維持管理費計C 4,774,4681    5,4371218 5,011,788 5,584,225 20,807,699

事
業

費

市民活動支援事業経費

講座事業 280,9501     7247459 5541819 944,891 2,505,119

相談事業 180,000 301000 225,000 240,000 675,000

情報提供事業 41)800 46,645 42,700 111122C 242,365

作業支援事業 415,76 392,661 300,554 264,01t li372,991

事業経費計① 918,51 1,193,765 1,123,073 1,560,126 4,795,475

支出計①(⑥十③十⑩) 11,583,24 13,744,775 13,538,310 13,4971572 521363,904

損益⑫(②―①) 915,808 -1,497,348 -1,639,585 -1,887,028 -4,108,153

収入 自主事業① 51,465 22,398 31,296 63,618 168,777

支出 自主事業① 53,602 26,990 35,731 79,411 195,734

総収入⑮(②十①) 12,550,520 12,269,325 11,9301021 11,674,162 48,424,528

総支出①(①キ①) 11,636,849 13,771,765 13,574,041 13,576,983 52,5591638

損益⑫(①―①) 913,671 -1,501,940 -1,644,020 -1,902,821 -4,135,110


